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2026年度 法学部高大連携プログラム

法学部 西南学院高校との高大連携プログラムが行われました

2026年6月12日（金）および6月16日（火）、西南学院高等学校の
生徒を対象に、法学部のゼミ体験および学生との座談会を実施しまし
た。本プログラムは、高校生が大学のゼミに参加し、グループワークや
意見交換を通して、法学部での学びや大学生活をより具体的に体験す
ることを目的としています。

当日は、参加した高校生が各ゼミに分かれ、国際的な取引紛争の仲裁、
同性婚をめぐる相続問題、ジェンダー格差、「推し活」に関する法律問
題など、それぞれのテーマに沿ったロールプレイや議論に参加しました。

高校生は、大学生のサポートを受けながら自らの意見を述べ、さまざま
な立場から考えることを通して、法学部での学びや学生生活を身近に
感じる機会となりました。
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A. 多田 望ゼミ

国際的な取引紛争の解決を体験する

外国企業との国際的な月資源探索取引に
関する架空の紛争を題材に、仲裁による
解決を体験するロールプレイを行いまし
た。高校生は、ゼミ生から事案の概要に
ついて説明を受けた後、双方の企業の弁
護人役と仲裁人役に分かれ、それぞれの
立場から主張や反論を行いました。専門
的な法律用語については、ゼミ生がクイ
ズを交えながら分かりやすく解説し、高
校生が内容を理解しながら議論に参加で
きるようサポートしました。ロールプレ
イ後の座談会では、法学部での学びや学
生生活について活発な交流が行われまし
た。
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B. 釜谷 真史ゼミ

「外国で同性婚を結んだ2人の相続問題」を題材に国際私法を学ぶ

「外国で同性婚をした2人の相続問題」を題材に、
ゼミの学生と高校生が、国際私法の視点から事案
を整理し、ディスカッションを行いました。高校
生は、ゼミ生から国際私法の概要や学ぶ意義、事
案の内容について説明を受けた後、ジャッジ役と
して各グループの議論に参加しました。
学生は、専門的な法律用語を分かりやすく説明し
、高校生が議論を理解して参加できるよう、適宜
補足や声掛けを行っていました。高校生からも積
極的な質問が出され、互いに意見を交わしながら
議論を深めました。
最後の懇談では、ゼミ生が大学での学びや学生生
活について、自身の経験を交えながら紹介し、高
校生も将来の大学生活を思い描きながら、学生と
の交流を楽しんでいる様子でした。
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C.クリス・ウィンクラーゼミ

様々なイデオロギーについて考えている本ゼミ
では、当日は各国のジェンダーギャップ指数や
性別による社会格差、フェミニズムなどをテー
マに、ゼミ生と高校生がグループディスカッ
ションを行いました。

高校生は、ゼミ生が事前に調査した内容や意見
を聞きながら、自らも質問や考えを述べました。
議論の内容を高校生が代表して発表する場面も
見られました。答えが一つに定まらない難しい
社会課題について、さまざまな立場や考え方に
触れながら、真剣に議論に取り組んでいました。
終了後には、高校生が大学での学びや学生生活
について学生に質問し、交流する時間も設けら
れました。

ジェンダーと社会格差について考える
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D. 濵﨑 録ゼミ

「推し活」の事例から法的な考え方を学ぶ

「推し活」に関する身近なトラブルを題材に、
当事者間の合意や法律上の論点について学びま
した。高校生は、ゼミの学生とともに登場人物
の関係性や事実経過を整理し、必要な法律用語
や実際の判例を学んだうえで、訴えを却下すべ
きかどうかについて、互いに議論しました。
それぞれの立場や根拠を踏まえて意見を出し合
い、グループでまとめた考えを発表した後、ゼ
ミ全体でもさらに討論を深めました。学生の丁
寧なサポートを受けながら、論点を整理して根
拠に基づいて結論を導くといった、法学部なら
ではの考え方を体験しました。
懇談の場では、高校生の進路相談に、学生が自
身の経験を交えながら親身に応じる姿も見られ
ました。
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参加した高校生からの感想（抜粋）

・大学生の先輩方がいろいろ教えてくださって面白かったです。
実際に入っている先輩だからわかることなども教えて貰ったので、すごく
勉強になりました。

・オープンキャンパス以上に、大学生活のリアルなお話やアドバイスを深く
聞くことができ、非常に貴重な経験になりました。法学部の概要を知る
ことができただけでなく、自分が大学生になったときのイメージを具体
的に持つことができ、参加して本当に良かったです。

・一つの正解が明確に決まっているわけではなく、さまざまな法律や視点
から事件を見る必要があり、とても難しかったが楽しかったです。
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